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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第２四半期 1,143 16.9 182 35.5 182 35.6 134 43.5

2021年12月期第２四半期 978 19.5 134 29.9 134 30.0 93 39.9

（注）包括利益 2022年12月期第２四半期 134百万円 （43.5％） 2021年12月期第２四半期 93百万円 （39.9％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第２四半期 36.03 34.00

2021年12月期第２四半期 25.49 23.67

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年12月期第２四半期 2,168 1,532 70.7

2021年12月期 2,109 1,379 65.4

（参考）自己資本 2022年12月期第２四半期 1,532百万円 2021年12月期 1,379百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 － 0.00 － 12.00 12.00

2022年12月期 － 0.00

2022年12月期（予想） － 14.00 14.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,368 14.1 307 6.3 307 4.5 224 13.1 60.34

１．2022年12月期第２四半期の連結業績（2022年１月１日～2022年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年12月期の連結業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無
当社は年次での業績管理を行っておりますので、第２四半期（累計）の連結業績予想の記載を省略しております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期２Ｑ 3,931,800株 2021年12月期 3,717,200株

②  期末自己株式数 2022年12月期２Ｑ 26株 2021年12月期 26株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期２Ｑ 3,720,731株 2021年12月期２Ｑ 3,665,914株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当た

っての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの

将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料及び四半期決算説明会内容の入手方法）

当社は、2022年８月12日に四半期決算説明資料の動画配信を行う予定です。

その模様及び説明内容（音声）については、当日使用する四半期決算説明資料とともに当社ウェブサイトに掲載

する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、新型コロナウイルス感染症による各種の制限が緩和され、

社会経済活動の回復が見られたなか、ロシアのウクライナ軍事侵攻を起因とする国際情勢の緊迫化や輸入価格の上

昇、米国金融政策による円安の影響等により、依然として先行きは不透明な状況が続いております。

このような状況の中、国内の企業活動においてはＩＴの重要性や業務のＩＴ化・デジタル化の流れがますます拡

大している一方で、ＩＴ人材不足が慢性的に深刻な状況となっております。当社グループのインソーシング事業及

びセキュリティ事業においても、新規顧客からの引き合いが多い状況が続くとともに、既存顧客の需要も大きく、

案件規模の拡大が堅調であったため、当第２四半期連結累計期間における売上高及び親会社株主に帰属する四半期

純利益は堅調に推移いたしました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高1,143,872千円（前年同四半期比16.9％増）、営業

利益182,006千円（同35.5％増）、経常利益182,150千円（同35.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

134,066千円（同43.5％増）となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

①　インソーシング事業

中堅・中小企業のコーポレートＩＴ部門を対象とした人と知識をシェアする会員制の「シェアード社員サービ

ス」を提供しております。

インソーシング事業では、機動力の高い少人数のユニット体制を継続しつつ、インソーシング事業部が主導する

リファーラル採用（仲間を集める活動）の活性化を図りました。また、外部研修プログラムの活用や社内研修の充

実により、シェアード社員のスキルの底上げやマネジメント力の向上を推進しております。

新規顧客については、成長企業を中心に当社ウェブサイトからの問い合わせが多数を占める状況が続く一方で、

既存顧客からの需要も高まっており、既存案件における支援の強化に注力した結果、会員数は638社（前年同四半

期比48社増）、そのうち実働会員数は一時的なスポット案件の終了が重なったため221社（同6社増）となりまし

た。また、シェアード社員数は178人（同19人増）となり、シェアード社員の稼働１時間あたりの売上高は8,051円

（同5.3％増）となっております。

この結果、当第２四半期連結累計期間においては、売上高1,071,242千円（前年同四半期比18.6％増）、セグメ

ント利益439,215千円（同31.0％増）となりました。

②　セキュリティ事業

キャッシュレスサービスを提供するまたは利用する事業者を対象に、データ保護対策のコンサルティングサービ

ス及び教育・研修サービスを提供しております。

コンサルティングサービスにおいては、2022年３月に公開されたPCI DSS新バージョンの日本語バージョンが遅

れたものの、下期以降の移行支援案件に向けて準備を進めております。また、PCI DSS審査対応を年間で平準化し

て行うサブスクリプション型のサービス（オンクラウドレビュー®）が堅調に推移いたしました。

この結果、当第２四半期連結累計期間においては、売上高72,630千円（前年同四半期比4.2％減）、セグメント

利益3,791千円（同70.3％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は2,168,986千円となり、前連結会計年度末に比べ59,519千円増

加いたしました。

流動資産については、前連結会計年度末に比べ49,791千円増加し、1,996,461千円となりました。これは主に、

現金及び預金51,996千円及びその他流動資産2,769千円の増加、売掛金4,896千円の減少によるものであります。

固定資産については、有形固定資産が81,981千円、無形固定資産が31,845千円、投資その他の資産が58,698千円

となり、前連結会計年度末に比べ9,728千円増加し、172,525千円となりました。これは主に、ソフトウエア仮勘定

22,440千円の増加、建物2,675千円、ソフトウエア2,283千円及び繰延税金資産5,844千円の減少によるものであり

ます。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は636,136千円となり、前連結会計年度末に比べ93,850千円減少

いたしました。

流動負債については、前連結会計年度末に比べ92,717千円減少し、616,785千円となりました。これは主に、未

払金75,671千円、未払法人税等27,395千円及びその他流動負債26,448千円の減少、契約負債(前受金)27,431千円の

増加によるものであります。

固定負債については、前連結会計年度末に比べ1,133千円減少し、19,350千円となりました。これは主に、資産

除去債務15千円の増加、その他固定負債1,149千円の減少によるものであります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は1,532,850千円となり、前連結会計年度末に比べ153,370千円

増加いたしました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益134,066千円の計上及び利益剰余金44,606千

円の配当、資本金31,955千円及び資本剰余金31,955千円の増加によるものであります。

② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」）は、前連結会計年度末と比べて51,994

千円増加し、1,786,892千円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は50,297千円（前年同四半期は得られた資金147,165千円）となりました。主な増

加要因は、税金等調整前四半期純利益の計上182,150千円、減価償却費7,116千円及び契約負債(前受金)27,431千円

の増加であり、主な減少要因は、未払金の減少額81,905千円、法人税等の支払額69,004千円の支出によるものであ

ります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は16,457千円（前年同四半期は使用した資金64,454千円）となりました。主な増加

要因は、定期預金の払戻15,010千円の収入であり、主な減少要因は、定期預金の預入15,011千円及び無形固定資産

の取得16,455千円の支出によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は18,154千円（前年同四半期は使用した資金19,267千円）となりました。主な増加

要因は、新株予約権の行使による株式の発行63,910千円の収入であり、主な減少要因は、配当金の支払額44,606千

円の支出によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想については、2022年２月14日の「2021年12月期　決算短信」で公表いたしました通期の連結業績

予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,914,942 1,966,938

売掛金 14,472 9,576

貯蔵品 561 483

その他 16,692 19,462

流動資産合計 1,946,669 1,996,461

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 69,577 66,902

その他（純額） 16,986 15,078

有形固定資産合計 86,564 81,981

無形固定資産

ソフトウエア 11,689 9,405

ソフトウエア仮勘定 － 22,440

無形固定資産合計 11,689 31,845

投資その他の資産

繰延税金資産 13,715 7,870

その他 50,828 50,828

投資その他の資産合計 64,543 58,698

固定資産合計 162,797 172,525

資産合計 2,109,467 2,168,986

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 7,935 7,302

未払金 129,042 53,371

未払法人税等 79,169 51,774

前受金 404,308 －

契約負債 － 431,739

賞与引当金 － 10,000

その他 89,046 62,597

流動負債合計 709,503 616,785

固定負債

資産除去債務 12,237 12,253

その他 8,246 7,097

固定負債合計 20,483 19,350

負債合計 729,986 636,136

純資産の部

株主資本

資本金 311,662 343,617

資本剰余金 290,807 322,762

利益剰余金 777,065 866,525

自己株式 △55 △55

株主資本合計 1,379,480 1,532,850

純資産合計 1,379,480 1,532,850

負債純資産合計 2,109,467 2,168,986
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

売上高 978,919 1,143,872

売上原価 519,813 572,798

売上総利益 459,106 571,073

販売費及び一般管理費 324,738 389,067

営業利益 134,368 182,006

営業外収益

受取利息 8 9

物品売却益 － 205

その他 44 －

営業外収益合計 52 215

営業外費用

支払利息 93 70

株式交付費 32 －

営業外費用合計 126 70

経常利益 134,294 182,150

税金等調整前四半期純利益 134,294 182,150

法人税、住民税及び事業税 41,134 42,239

法人税等調整額 △298 5,844

法人税等合計 40,836 48,084

四半期純利益 93,457 134,066

親会社株主に帰属する四半期純利益 93,457 134,066

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

四半期純利益 93,457 134,066

四半期包括利益 93,457 134,066

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 93,457 134,066

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 134,294 182,150

減価償却費 10,427 7,116

受取利息 △8 △9

支払利息 93 70

売上債権の増減額（△は増加） 1,364 4,896

棚卸資産の増減額（△は増加） － 77

その他の流動資産の増減額（△は増加） △1,420 △2,769

仕入債務の増減額（△は減少） △384 △633

未払金の増減額（△は減少） △30,668 △81,905

前受金の増減額（△は減少） 78,768 △404,308

契約負債の増減額（△は減少） － 431,739

賞与引当金の増減額（△は減少） － 10,000

その他の流動負債の増減額（△は減少） △14,404 △27,079

その他 15 15

小計 178,077 119,362

利息の受取額 8 9

利息の支払額 △92 △70

法人税等の支払額 △30,828 △69,004

営業活動によるキャッシュ・フロー 147,165 50,297

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △150,008 △15,011

定期預金の払戻による収入 150,007 15,010

有形固定資産の取得による支出 △51,945 －

無形固定資産の取得による支出 △12,507 △16,455

その他 － 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △64,454 △16,457

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △5,502 －

新株予約権の行使による株式の発行による収入 9,240 63,910

配当金の支払額 △21,889 △44,606

その他 △1,116 △1,149

財務活動によるキャッシュ・フロー △19,267 18,154

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 63,444 51,994

現金及び現金同等物の期首残高 1,386,480 1,734,897

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,449,925 1,786,892

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。収益認識会計基準等の適

用による会計処理の変更はなく、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

りますが、利益剰余金期首残高に与える影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」に表示していた

「前受金」は、第１四半期連結会計期間より「契約負債」として表示しております。また、前第２四半期連結累計

期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」に表示していた

「前受金の増減額（△は減少）」は、当第２四半期連結累計期間より「契約負債の増減額（△は減少）」として表

示しております。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度及び前第

２四半期連結累計期間について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関

する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四

半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、時価をもって四半期連結貸借対

照表価額とする金融商品を保有しておらず、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（賞与引当金）

当第２四半期連結会計期間末においては賞与支給額が確定していないため、賞与支給見込額のうち、当第２四

半期連結累計期間の負担額を賞与引当金として計上しております。

なお、前連結会計年度末においては、賞与支給確定額62,908千円を流動負債の未払金として計上しておりま

す。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額

（注）２
インソーシング

事業
セキュリティ

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 903,129 75,789 978,919 － 978,919

セグメント間の内部売上高

又は振替高
16,368 800 17,168 △17,168 －

計 919,498 76,589 996,088 △17,168 978,919

セグメント利益 335,297 12,762 348,060 △213,692 134,368

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額

（注）２
インソーシング

事業
セキュリティ

事業
計

売上高

顧客との契約から生じる収益 1,071,242 72,630 1,143,872 － 1,143,872

外部顧客への売上高 1,071,242 72,630 1,143,872 － 1,143,872

セグメント間の内部売上高

又は振替高
18,565 － 18,565 △18,565 －

計 1,089,807 72,630 1,162,438 △18,565 1,143,872

セグメント利益 439,215 3,791 443,006 △261,000 182,006

（セグメント情報等）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 2021年１月１日　至 2021年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　（注）１．セグメント利益の調整額△213,692千円には、セグメント間取引消去△17,168千円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△196,523千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 2022年１月１日　至 2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

　　（注）１．セグメント利益の調整額△261,000千円には、セグメント間取引消去△18,565千円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△242,434千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。
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